
二
〇
〇
八
年
度
（
平
成

二
十
年
度
）
放
送
大
学
学

位
記
授
与
式
は
三
月
二
十

八
日
（
土
）
午
前
十
一
時

か
ら
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
開

催
さ
れ
る
。
全
国
の
卒
業
・

修
了
生
は
五
五
八
一
名
、

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
は
二

七
〇
名
で
あ
る
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は

セ
ン
タ
ー
所
属
の
卒
業
生
に

対
し
、
生
涯
学
習
奨
励
賞
の

授
与
式
を
翌
二
十
九
日
（
日
）

午
後
一
時
三
〇
分
か
ら
行
う
。

各
賞
の
受
賞
者
は
次
の
と
お

り
。

金
賞
（
五
回
卒
）
上
村
武
夫

銀
賞
（
四
回
卒
）
荒
井
芳
宏

銅
賞
（
三
回
卒
）
富
永

智
、

江
川
康
範
、
川
野
美
代
子
、

熊
井
純
子
、
高
野
政
哲
、

四
倉

光
、
倉
持
幸
子
、

大
内
和
彦
、
笹
原
誠
二
、

吉
村
い
ず
み

平
成
二
十
一
年
度
の
入
学

者
の
集
い
は
、
四
月
五
日

（
日
）
午
後
一
時
三
〇
分
か

ら
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
第
一

講
義
室
で
開
催
さ
れ
る
。
全

国
で
の
入
学
申
込
者
は
約
三

万
余
名
、
埼
玉
セ
ン
タ
ー
所

属
の
入
学
申
込
者
は
約
一
千

三
百
名
。
終
了
後
は
例
年
通

り
学
習
相
談
、
各
サ
ー
ク
ル

紹
介
、
施
設
見
学
会
が
行
わ

れ
る
。

「
氷
川
文
学
」
が
全
国
同

人
雑
誌
リ
ス
ト
に
掲
載
さ
れ

る
サ
ー
ク
ル
「
面
影
の
会
」

責
任
者
石
田
弘
昭
氏
の
編
集

と
な
る
同
人
誌
「
氷
川
文
学
」

は
今
年
第
四
十
号
を
発
行
す

る
が
、
文
芸
春
秋
社
「
文
學

界
」
二
〇
〇
八
年
十
二
月
号

で
「
全
国
同
人
雑
誌
リ
ス
ト

三
二
〇
」
の
中
に
掲
載
さ
れ

た
。
今
後
と
も
活
躍
が
期
待

さ
れ
る
。

四
月
か
ら
衣
替
え
、
学
部

と
大
学
院
の
再
編
成
が
い
よ

い
よ
ス
タ
ー
ト
。
学
部
は
従

来
３
学
科
相
当
の
３
コ
ー
ス

６
専
攻
が
１
学
科
５
コ
ー
ス

へ
、
大
学
院
は
１
研
究
科
６

プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
。
さ
ら
に
面

接
授
業
は
１
時
限
あ
た
り
の

授
業
時
間
が
85
分
で
８
時
限

と
な
り
、
年
間
を
通
じ
て
開

講
さ
れ
る
。

大
人
気
！
「
秩
父
」
か
ら

学
ぶ
郷
土
学

昨
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
埼

玉
学
習
セ
ン
タ
ー
企
画
の
セ

ン
タ
ー
外
面
接
授
業
３
回
シ

リ
ー
ズ
"
「
秩
父
」
か
ら
学

ぶ
郷
土
学
"
の
第
２
回
は
、

５
月
23
日
（
土
）
、
24
日

（
日
）
に
秩
父
市
で
行
わ
れ

る
。定

員
20
名
の
と
こ
ろ
３
月

12
日
現
在
で
既
に
60
名
近
い

申
請
者
が
殺
到
。

専
任
の
先
生
の
お
顔
拝
見
！

平
成
21
年
度
の
第
1
回
公

開
講
演
会
が
来
る
５
月
17
日

（
日
）
13
時
30
分
か
ら
テ
レ

ビ
で
お
馴
染
み
の
放
送
大
学

専
任
教
員
、
熊
原
教
授
に
よ

る
講
座
が
開
設
さ
れ
る
。
講

演
は
「
身
の
回
り
に
数
学
を

見
る
」
と
題
し
、
身
近
な
生

活
と
数
学
と
の
関
係
を
わ
か

り
や
す
く
、
解
説
し
て
く
れ

る
。教

員
免
許
更
新
の
準

備
は
お
済
で
す
か
？

放
送
大
学
で
も
受
講
可
能
。

放
送
大
学
の
講
習
に
は
次
の

特
徴
が
あ
る
。

＊

学
校
種
や
教
科
を
問
わ

ず
、
す
べ
て
の
教
員
に
有
意

義
な
講
習
、
１
科
目
か
ら
の

受
講
、
修
了
に
必
要
な
す
べ

て
の
科
目
の
受
講
の
い
ず
れ

も
可
能
、

＊

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活

用
し
、
利
便
性
の
高
い
受
講

方
法
を
採
用
し
て
い
る
。

募
集
要
項
は
二
〇
〇
九
年

四
月
中
旬
頃
公
表
予
定
。
情

報
は
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
ま
た
は
セ
ン
タ
ー
で
。

受
賞
お
め
で
と
う
！

二
〇
〇
八
年
度
か
ら
新
設

さ
れ
た
本
学
学
生
を
対
象
と

し
た
放
送
大
学
エ
ッ
セ
イ
コ

ン
テ
ス
ト
に
、
埼
玉
学
習
セ

ン
タ
ー
所
属
の
ル
ー
・
ヨ
ー

ク
・
フ
ォ
ン
さ
ん
が
見
事
優

秀
賞
を
獲
得
。
六
十
五
名
の

応
募
者
の
中
、
優
秀
賞
三
名

の
受
賞
者
の
一
人
に
選
ば
れ

る
。
（
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
記
事

三
面
に
）

４
月
１
日
よ
り
学
習
セ
ン

タ
ー
又
は
サ
テ
ラ
イ
ト
ス
ペ
ー

ス
に
お
け
る
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

等
の
室
外
貸
出
し
要
領
が
変

更
に
な
り
、
単
位
認
定
試
験

期
間
の
翌
日
か
ら
学
期
の
終

わ
り
ま
で

全
て
の
科
目
の

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
等
が
貸
し
出

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

「
放
送
大
学
に

学
ぶ
」

よ
く
人
に
「
放
送

大
学
っ
て
ど
ん
な
学

校
な
の
」
と
聞
か
れ

て
、
「
テ
レ
ビ
、
ラ

ジ
オ
の
放
送
を
通
し

て
学
べ
る
通
信
制
の
大
学
で
、

ち
ゃ
ん
と
大
学
卒
業
資
格
も

取
得
で
き
る
よ
。
」
と
答
え

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

私
も
定
年
退
職
以
来
、
放

送
大
学
に
学
ん
で
、
も
う
７

年
程
に
な
る
。
こ
の
３
月
に

は
３
度
目
の
卒
業
を
め
ざ
し

て
い
る
。

放
送
大
学
の
良
い
と
こ
ろ

は
、
自
分
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ

せ
た
専
攻
コ
ー
ス
や
学
び
た

い
科
目
の
選
択
が
自
由
に
で

き
る
こ
と
と
、
多
彩
で
か
つ

著
名
な
講
師
陣
の
講
義
が
最

新
の
内
容
で
受
け
ら
れ
る
こ

と
だ
。

当
初
は
、
入
学
金
や
授
業

料
の
安
さ
に
ひ
か
れ
て
入
学

し
た
が
、
一
度
卒
業
す
る
と
、

ま
た
新
た
な
分
野
の
学
習
に

挑
戦
し
た
く
な
っ
て
、
再
入

学
を
し
て
し
ま
う
不
思
議
な

魅
力
が
あ
る
。
入
学
の
際
は
、

ぜ
ひ
全
科
履
修
生
と
し
て
卒

業
を
め
ざ
し
、
継
続
し
て
自

分
に
有
効
な
科
目
の
取
得
を

お
す
す
め
し
た
い
。
特
に
、

面
接
授
業
は
直
接
講
師
と
交

流
で
き
る
し
、
授
業
を
通
じ

て
学
生
同
志
の
学
習
意
欲
の

向
上
に
役
立
つ
と
思
う
。

科
目
取
得
試
験
や
面
接
授

業
な
ど
で
、
若
い
人
に
出
会

う
が
、
真
剣
に
テ
キ
ス
ト
な

ど
に
目
を
通
し
て
い
る
そ
の

姿
を
見
る
と
、
自
分
の
そ
の

頃
を
想
い
出
し
て
し
ま
う
。

ぜ
ひ
卒
業
後
の
就
職
活
動
に

役
立
て
ば
良
い
と
思
う
。

（
笹
原
誠
二
）

創刊号 学 生 新 聞 平成２１年３月２８日
1

放送大学

埼玉学習センター

埼玉CSC交流会
学生新聞

編集委員会

〒330-0853

さいたま市大宮区

錦町682-2

TEL048-650-2611

学
生
新
聞

三
月
二
十
八
日
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で

学生手帳

平
成
二
〇
年
度
一
学
期
学
位
記
授
与
式
（
埼
玉
）

平
成
二
十
年
度
学
位
記
授
与
式
挙
行

公
開
講
演
会

こ
の
４
月
１
日
か
ら
18
年
間

の
長
期
に
わ
た
っ
て
埼
玉
学
習

セ
ン
タ
ー
で
運
営
と
学
生
指
導

に
当
っ
て
こ
ら
れ
た
島
内
先
生

が
本
部
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
大
石
先
生
も
３
年
間

と
短
い
期
間
で
は
あ
り
ま
し
た

が
名
古
屋
大
学
へ
転
勤
。

お
二
人
に
感
謝
す
る
と
共
に

今
後
の
更
な
る
ご
健
闘
を
お
祈

り
す
る
。
尚
、
大
石
先
生
の
最

終
講
義
は
「
家
の
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
」
と
題
し
て
３
月
29
日
（
日
）

14
時
30
分
か
ら
埼
玉
学
習
セ
ン

タ
ー
講
堂
で
開
催
さ
れ
る
。

新
客
員
教
授
に
期
待
す
る

４
月
か
ら
新
し
い
２
人
の
客

員
教
授
が
着
任
。
一
人
は
放
送

大
学
の
「
産
業
と
技
術
」
専
攻

専
任
教
員
で
こ
の
４
月
か
ら
客

員
教
授
と
な
ら
れ
る
吉
森
賢
教

授
。他

の
一
人
は
埼
玉
大
学
教
授

か
ら
客
員
教
授
と
な
ら
れ
る
松

崎
博
教
授
。
松
崎
教
授
の
専
門

は
分
子
生
物
学
で
こ
の
数
年
間

学
生
支
援
に
尽
力
さ
れ
、
埼
玉

大
学
の
な
ん
で
も
相
談
室｢

さ
い

だ
い
ス
ポ
ッ
ト
21｣

担
当
。

お
二
人
の
先
生
に
定
期
的
な

セ
ミ
ナ
ー
、
学
習
相
談
、
公
開

講
座
、
面
接
授
業
の
企
画
な
ど
、

学
生
サ
ー
ビ
ス
の
更
な
る
充
実

に
期
待
し
て
い
る
。

「
氷
川
文
学
」

文
学
界

同
人
誌
リ
ス
ト
に

島
内
先
生
、
大
石
先
生
さ
よ
う
な
ら

両
先
生
転
任
さ
れ
る

生

涯

学

習

奨

励

賞
の
授
与

入
学
者
の
集
い

吉
森

賢
先
生
、
松
崎

博
先
生
新
任

四
月
か
ら

学
部
と
大
学
院

の
再
編
成

大
人
気
！

秩
父
か
ら
学
ぶ

教
員
免
許

更
新
講
習
会

エ
ッ
セ
イ
コ
ン

テ
ス
ト

受
賞
お
め
で
と
う

テ
ー
プ
貸
し
出
し

さ
ら
に
便
利
に
！



こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
学
生
や

同
窓
生
が
関
心
の
あ
り
そ
う

な
学
内
学
外
の
場
所
を
紹
介

す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。

学
内
探
訪
コ
ー
ナ
ー
の
第

一
回
目
は
、
大
学
本
部
に

お
邪
魔
し
ま
し
ま
し
た
。

三
月
二
日
（
月
）
総
武
線

幕
張
駅
を
降
り
て
海
側
に
歩

く
こ
と
十
五
分
。
屋
上
に
高

い
ア
ン
テ
ナ
塔
が
あ
る
か
ら

放
送
大
学
で
あ
る
こ
と
が
す

ぐ
わ
か
り
ま
し
た
。

広
報
課
は
資
料
の
山

広
大
な
敷
地
で
構
内
で
迷

子
に
な
り
そ
う
で
し
た
が
、

ま
ず
は
放
送
大
学
の
全
容
を

と
、
玄
関
の
あ
る
管
理
棟
に

広
報
課
の
楯
さ
ん
を
訪
ね
ま

し
た
。
さ
す
が
広
報
課
で
す
。

廊
下
に
ま
で
う
ず
高
く
広
報

資
料
の
梱
包
が
山
積
み
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
楯
さ
ん
は
、

放
送
大
学
生
で
も
あ
る
と
の

自
己
紹
介
が
あ
っ
て
一
気
に

親
近
感
が
深
ま
り
ま
し
た
。

一
学
期
の
入
学
者
数
は
ほ

ぼ
前
年
並
み
か

い
ま
だ
に
放
送
大
学
と
い

う
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
等
と
混
同

す
る
人
も
い
て
、
放
送
大
学

の
知
名
度
を
上
げ
る
た
め
に

Ｉ
Ｔ
の
利
用
や
口
コ
ミ
な
ど

い
ろ
ん
な
方
法
を
通
じ
て
、

広
報
に
苦
心
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

少
子
化
の
影
響
が
あ
り
、

各
大
学
と
も
社
会
人
枠
の
拡

大
に
努
め
て
お
り
、
大
学
間

の
競
争
も
激
し
い
と
の
こ
と
。

折
か
ら
い
わ
ゆ
る
団
塊
世
代

が
退
職
の
時
期
に
差
し
掛
か
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
生
涯

教
育
を
旗
印
と
し
て
い
る
放

送
大
学
も
様
々
な
メ
デ
ィ
ア

を
通
じ
広
報
に
努
め
て
い
る

と
の
こ
と
、
平
成
二
十
一
年

度
一
学
期
入
学
者
が
ほ
ぼ
前

年
並
み
を
確
保
で
き
そ
う
な

ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

ス
タ
ジ
オ
は

ま
さ
に
放
送
局

次
い
で
放
送
研
究
資
料
棟

に
移
り
、
放
送
設
備
の
見
学

を
し
ま
し
た
。
放
送
部
の
技

術
・
運
行
課
の
岡
田
さ
ん
の

ご
案
内
で
、
ま
ず
、
「
大
学

の
窓
」
の
収
録
ス
タ
ジ
オ
を

見
学
。
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
や
ア

ナ
ウ
ン
サ
ー
の
方
々
か
ら
も

い
ろ
い
ろ
と
説
明
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

☆

☆

☆

☆

☆

「
大
学
の
窓
」
は
生
放
送
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
収
録
は

ほ
と
ん
ど
一
発
勝
負
で
、
よ

ほ
ど
の
ミ
ス
が
無
い
限
り
取

り
直
し
は
な
い
の
で
、
秒
単

位
の
台
本
に
従
っ
て
神
経
を

使
っ
て
収
録
さ
れ
る
そ
う
で

す
。
放
送
授
業
の
収
録
も
同

じ
よ
う
な
状
況
で
、
先
生
方

も
時
間
配
分
に
は
苦
心
さ
れ

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
放

送
大
学
は
放
送
局
で
あ
る
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。

ス
タ
ジ
オ
の
隣
に
は
大
き

な
モ
ニ
タ
ー
室
が
あ
り
、
ラ

ジ
オ
・
テ
レ
ビ
す
べ
て
の
番

組
が
支
障
な
く
放
送
さ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
監
視
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
面
白
か
っ
た
の

は
、
テ
レ
ビ
で
ア
ナ
ロ
グ
放

送
と
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
画
面

が
並
ん
で
お
り
、
デ
ジ
タ
ル

放
送
の
方
が
若
干
画
面
が
遅

れ
て
放
送
さ
れ
て
い
る
こ
と

で
し
た
。

モ
ニ
タ
ー
室
の
後
ろ
に
は

テ
レ
ビ
放
送
の
テ
ー
プ
が
保

管
さ
れ
て
お
り
、
番
組
の
時

間
に
合
わ
せ
て
、
ロ
ボ
ッ
ト

に
よ
っ
て
テ
ー
プ
が
収
蔵
庫

か
ら
自
動
的
に
運
ば
れ
て
き

て
、
出
力
装
置
に
装
着
さ
れ

て
放
送
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

な
お
、
ラ
ジ
オ
放
送
は
サ
ー

バ
ー
か
ら
直
接
出
力
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。

大
学
本
部
付
属
図
書
館

放
送
設
備
を
見
学
し
た
後

は
、
図
書
館
を
見
学
し
ま
し

た
。
北
村
補
佐
と
係
の
方
に

ご
案
内
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
広
い
館
内
に
は
蔵
書
が

一
杯
。

研
究
個
室
（
５
室
）
、

グ
ル
ー
プ
視
聴
室
（
２
室

、

２
～
６
名
程
度
）
、
演
習
室

（
２
室

４
～
12

名
程
度
）

も
あ
っ
て
、
学
生
に
と
っ
て

は
恵
ま
れ
た
施
設
で
す
。
も
っ

と
埼
玉
に
近
け
れ
ば
と
、
つ

い
思
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

☆

☆

☆

☆

☆

附
属
図
書
館
は
本
部
図
書

館
が
約
30
万
冊
、
全
国
の
学

習
セ
ン
タ
ー
図
書
室
を
含
め

る
と
約
73
万
冊
の
蔵
書
を
有

し
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

本
学
に
所
蔵
し
て
な
い
資
料

で
も
、
国
立
情
報
学
研
究
所

の
学
術
情
報
シ
ス
テ
ム
を
活

用
し
て
他
大
学
図
書
館
の
所

蔵
を
確
認
し
て
利
用
す
る
こ

と
も
で
き
る
そ
う
で
す
。

雑
誌
の
論
文
や
新
聞
記
事

を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
検
索
で

き
ま
す
。
た
だ
し
、

国
立

情
報
学
研
究
所
の
論
文
情
報

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
（C

I
N
I
I

）
の

一
部
、
朝
日
新
聞
の
全
文
記

事
検
索
（
朝
日
新
聞D

N
A

）

は
、
契
約
上
附
属
図
書
館
や

学
習
セ
ン
タ
ー
内
の
端
末
か

ら
で
な
い
と
利
用
で
き
ま
せ

ん
。
日
経BP

記
事
検
索
サ
ー

ビ
ス
も
各
学
習
セ
ン
タ
ー
の

キ
ャ
ン
パ
ス
ネ
ッ
ト
端
末
で

利
用
で
き
る
と
の
こ
と
。

宝
の
持
ち
腐
れ
に
し
な
い
よ

う
に
大
い
に
利
用
す
べ
き
と

思
っ
た
。

（
若

松
）

☆

☆

☆

☆

☆

蔵
書
の
多
さ
に
い
つ
も
眠
っ

て
い
る
知
的
好
奇
心
が
突
然

興
奮
し
だ
し
ま
し
た
。
と
あ

る
部
屋
に
案
内
さ
れ
、
白
手

袋
を
は
め
た
北
村
さ
ん
が
漏

ら
し
た
本
の
値
段
に
し
ば
し

絶
句
。｢

1
ペ
ー
ジ
が
ひ
ゃ

く
ま
～
ん
、
２
ペ
ー
ジ
が
２

ひ
ゃ
く
ま
～
ん
・
・
・｣

続
い
て
ち
り
め
ん
本
に
出

合
い
ま
し
た
。
和
紙
の
実
寸

を
80
％
に
縮
小
し
、
ち
り
め

ん
の
よ
う
に
加
工
さ
れ
た
そ

の
風
合
い
は
と
て
も
ソ
フ
ト

で
指
の
間
か
ら
こ
ぼ
れ
る
よ

う
な
頼
り
な
げ
な
素
材
で
し

た
。
昔
話
が
英
語
、
フ
ラ
ン

ス
語
、
ド
イ
ツ
語
な
ど
に
翻

訳
さ
れ
、
暦
と
と
も
に
ち
り

め
ん
本
と
な
っ
て
ジ
ャ
ポ
ニ

ズ
ム
文
化
が
海
外
へ
と
広
め

ら
れ
て
い
っ
た
そ
う
で
す
。

先
人
の
豊
か
な
発
想
と
高
度

な
技
法
は
日
本
人
と
し
て
と

て
も
誇
り
に
思
え
ま
し
た
。

私
は
入
学
し
て
４
年
目
に

な
り
ま
す
が
、
も
っ
と
早
く

に
本
部
を
訪
問
し
て
い
た
ら

も
う
少
し
違
っ
た
勉
強
法
を

身
に
つ
け
ら
れ
た
の
で
は
、

と
思
い
ま
す
。
ご
自
分
の
た

め
に
本
部
へ
の
訪
問
を
お
薦

め
し
ま
す
。

（
藤

村
）

創刊号 学 生 新 聞 平成２１年３月２８日
2

第
三
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ

十
月
開
催
へ

学
園
祭

第
三
回
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
の
開
催
日
決
ま
る

十
月
十
日
（
土
）
～
十
一
日
（
日
）
の
二
日
間

さ
る
二
月
十
七
日
開
催
の
Ｃ
Ｓ
Ｃ
役
員
会
に
お
い
て
、
第
三
回
フ
ェ
ス
タ
を
十
月
十
日

（
土
）
～
十
一
日
（
日
）
に
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。

学
び
ピ
ア
・
イ
ン
埼
玉
（
別
記
事
参
照
）
と
の
関
連
で
10
月
末
開
催
に
つ
い
て
も
検
討
さ

れ
て
い
た
が
、
最
終
的
に
十
月
十
日
～
十
一
日
の
開
催
に
落
ち
着
い
た
。

詳
細
は
今
後
詰
め
る
こ
と
に
な
る
が
、
埼
玉
フ
ェ
ス
タ
は
過
去
２
回
の
開
催
実
績
が
あ
り
、

今
回
も
内
容
は
、
公
開
講
演
会
、
学
生
・
同
窓
生
の
絵
画
、
写
真
、
書
道
等
の
作
品
の
展
示
、

交
流
パ
ー
テ
ィ
等
が
中
心
に
な
る
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
の
総
力
を
結

集
し
て
、
前
２
回
に
負
け
な
い
充
実
し
た
フ
ェ
ス
タ
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
で
き
る

だ
け
多
く
の
方
々
が
実
行
委
員
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
、
観
る
楽
し
み
だ
け
で
は
な
く
、

創
る
楽
し
み
も
是
非
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

学
生
新
聞
発
刊
に
当
っ
て

埼
玉
Ｃ
Ｓ
Ｃ
交
流
会
代
表

増
岡
法
子

こ
の
た
び
、
毛
利
所
長
の
提
案
も
あ
っ
て
、
放
送
大
学
初
の
学
生
新
聞
を
埼

玉
の
Ｃ
Ｓ
Ｃ
か
ら
発
信
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
通
信
機
関
で
の
学
習
が
主
な
の
で
、
サ
ー

ク
ル
に
参
加
し
て
い
な
い
方
は
、
面
接
授
業
と
単
位
認
定
試
験
の
時
し
か
顔
を
出
さ
な
い
の
で
、

学
生
間
の
情
報
が
つ
た
わ
り
に
く
い
で
す
ね
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
分
か
る
の
で
来
て
よ
か
っ
た
。
思
い
切
っ

て
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー
ク
ル
の
行
事
に
参
加
し
て
み
よ
う
。
ア
ル
バ
イ
ト
情
報
も
有
り
そ
う
だ
し
、

要･

不
要
品
の
交
換
も
出
来
そ
う
だ
し
、
日
ご
ろ
の
文
化
活
動
も
発
表
出
来
そ
う
だ
し
・
・
・
と

喜
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
多
岐
に
わ
た
る
学
生
新
聞
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
私
た
ち
学
生
で
す
ば
ら
し
い
新
聞
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
皆
さ
ん
の
原
稿
が
主
役

で
す
。
皆
さ
ん
の
投
稿
を
せ
つ
に
願
っ
て
い
ま
す
。

創
刊
号
に
寄
せ
て

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
所
長

毛
利
信
男

昨
年
、
設
立
二
十
五
周
年
を
迎
え
た
放
送
大
学
。
埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー

の
開
所
か
ら
二
十
四
年
の
月
日
が
流
れ
た
今
年
、
平
成
二
十
一
年
度
二
学

期
に
は
通
算
で
五
十
期
生
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。

何
時
の
頃
か
ら
か
、
自
然
科
学
の
研
究
が
そ
う
さ
せ
た
の
か
、
新
し
い
事
柄
や
物
を
見
出

し
た
り
創
っ
た
り
す
る
こ
と
に
心
を
踊
ら
せ
る
味
を
占
め
て
し
ま
っ
た
。

今
ま
で
に
育
て
た
こ
と
の
な
い
種
、
「
時
は
今
ぞ
」
と
そ
の
成
長
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。

探
訪
コ
ー
ナ
ー

第
一
回

放
送
大
学
本
部
（
千
葉
）

第2回フェスタ 上 公開講演会 下 交流会

十
五
世
紀
刊
の
貴
重
図
書



ま
な
び
ピ
ア
埼
玉

二
〇
〇
九
の
開
催

平
成
21
年
10
月
、
第
21
回

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

「
ま
な
び
ピ
ア
埼
玉
二
〇
〇

九
」
が
埼
玉
県
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

ま
な
び
ピ
ア
は
、
あ
ら
ゆ

る
世
代
の
人
た
ち
が
学
ぶ
楽

し
さ
や
大
切
さ
を
感
じ
、
学

ぶ
き
っ
か
け
づ
く
り
を
提
供

す
る
全
国
規
模
の
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
各
都
道
府
県
持
ち
回

り
で
毎
年
開
催
さ
れ
、
こ
の

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
は
、
埼

玉
学
習
セ
ン
タ
ー
も
参
加
し
、

埼
玉
フ
ェ
ス
タ
も
関
連
事
業

と
し
て
登
録
す
る
予
定
で
す
。

開
催
期
日

平
成
21
年
10
月
30
日
（
金
曜
）

～
11
月
３
日
（
火
曜
・
祝
日
）

の
５
日
間

開
催
地

☆

主
会
場

さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー

ナ
、
け
や
き
ひ
ろ
ば
（
さ
い

た
ま
新
都
心
内
）

☆

市
町
村
会
場

県
内
全
市
町
村
で
会
場
を

設
け
て
広
域
的
に
開
催

☆

主

催

第
21
回
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
実
行
委
員
会

（
文
部
科
学
省
、
埼
玉
県
、

市
町
村
、
各
界
代
表
者
等
）

最
高
齢
の
笠
原
友
作
さ
ん

（
九
十
七
歳
）
退
学
届
提
出

「
社
会
と
経
済
」
専
攻
で
平

成
11
年
度
か
ら
在
学
、
勉
学

に
励
ま
れ
て
き
た
笠
原
友
作

さ
ん
は
「
年
齢
の
極
限
に
至

り
、
体
力
の
憔
悴
に
気
づ
き
、

残
念
な
が
ら
退
学
を
決
意
し

ま
し
た
。
私
は
大
学
の
恩
顧

を
忘
れ
ず
、
世
の
恩
典
に
報

い
て
去
っ
て
い
き
ま
す
。
先

生
は
じ
め
学
友
の
前
途
を
祈

り
ま
す
。
」
と
の
お
葉
書
が

所
長
宛
届
き
ま
し
た
。
笠
原

さ
ん
の
ご
健
勝
を
お
祈
り
し

ま
す
。

【
埼
玉
同
窓
会
】

・
4
月
5
日
に
開
催
の
「
入

学
者
の
集
い
」
に
学
歌
を
斉

唱
し
、
同
窓
会
と
し
て
お
祝

い
の
気
持
ち
を
伝
え
ま
す
。

・
5
月
24
日
に
第
20
回
通
常

総
会
を
開
催
し
ま
す
。

・
埼
玉
同
窓
会
は
創
立
20
周

年
を
迎
え
る
こ
と
と
な
り
、

準
備
に
お
わ
れ
て
い
ま
す
。

【
ト
レ
ヴ
ィ
の
会
】

・
４
月
17
日

美
術
館
見
学

会
（
西
洋
美
術
館

ル
ー
ブ

ル
美
術
館
展
17
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
絵
画
）

・
６
月
６
日

短
歌
を
楽
し
む
会

【
サ
ー
ク
ル

お
お
み
や
】

・
５
月
15
日
（
金
）

東
京
国
立
博
物
館

「
国
宝
・
阿
修
羅
展
」
興
福

寺
の
国
宝
の
仏
像
を
全
て
初

公
開

午
後
13
時
、
東
京
文
化
会
館

に
集
合

・
６
月
17
日
（
水
）

紫
陽
花
な
ど
の
花
見
を
楽

し
み
な
が
ら
、
「
古
都
・
鎌

倉
を
散
策
」

【
健
康
体
操
研
究
会
】

美
し
い
物
を
見
て
感
動
し
、

美
味
し
い
も
の
を
食
べ
て
感

謝
す
る
。
そ
し
て
今
日
の
健

康
を
、
明
日
へ
の
希
望
へ
と

つ
な
げ
る
。
爽
や
か
な
講
師

の
指
導
と
癒
し
の
音
楽
に
乗
っ

て
、
心
も
か
ら
だ
も
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
！

・
体
育
実
技
１
単
位
履
修
可

毎
週
火
曜
日

10
・
30
～
12
・
00

行
事
予
定

・
４
月

入
学
式
サ
ー
ク
ル

紹
介
・
会
員
募
集

・
7
月

親
睦
会

・
10
月

入
学
式
サ
ー
ク
ル

紹
介
・
会
員
募
集
・
学
園
祭

フ
エ
ス
タ
参
加

連
絡
先

相
川
智
子
会
長

【
江
戸
時
代
の

古
文
書
を
読
む
会
】

・
４
月
４
日

勉
強
会

10
時
～
3
時

終
了
後
氷
川
神
社
花
見
大
会

・
４
月
18
日

勉
強
会
10

時
～
3
時

（
３
時
～
）

高
橋
睦
夫

卒
論
発
表
会

演
題
「
見
沼
通
船
堀
の
成
立

と
見
沼
通
船
舟
歌
」

【
中
国
語
サ
ー
ク
ル
】

４
月
、
5
月
の
活
動

①

授
業
の
内
容

・
前
半
1
時
間
…
初
級
者
向

け
に
中
国
語
発
音
の
基
礎

学
習

・
後
半
1
時
間
…
中
級
者
向

け
に
中
国
語
会
話
学
習

・
中
国
の
愛
唱
歌
を
毎
月
第

1
授
業
日
に
1
時
間
歌
う

練
習

②

サ
ー
ク
ル
行
事

健
康
づ
く
り
と
会
員
の
親

睦
交
流
を
兼
ね
施
設
探
訪

を
計
画
中

【
放
送
大
学
ソ
シ
ア

ル
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
】

ソ
シ
ア
ル
ダ
ン
ス
は
、
人

間
の
感
性
に
マ
ッ
チ
し
た
知

的
な
ス
ポ
ー
ツ
で
、
心
身
の

健
康
に
適
し
，
生
涯
に
わ
た
っ

て
楽
し
め
る
も
の
で
す
。
当

ク
ラ
ブ
は
平
成
3
年
に
発
足

し
、
今
年
で
18
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。

練
習
は
毎
週
土
曜
日
10
時

～
12
時
、
８
階
講
堂
で
、
パ
ー

テ
ィ
年
２
回
、
研
修
旅
行
な

ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

【
放
送
大
学

熟
年
会
】

会
員
相
互
の
親
睦
を
深
め
、

楽
し
い
学
生
生
活
を
送
る
た

め
、
多
彩
な
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

3
月
の
総
会
で
役
員
改
選
が

あ
り
、
代
表
に
大
竹
紀
夫
氏

が
就
任
し
ま
し
た
。

・
4
月
１
日

お
花
見

・
４
月
14
日
連
句
を
楽
し
む

会
・
毎
週
火
曜
日
パ
ソ
コ
ン
教

室
な
ど
予
定
。
、

・
5
月
12
日

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
勉
強
会
、

・
巡
視
船
に
乗
っ
て
隅
田
川

視
察
な
ど
を
予
定
。

【
放
送
大
学
未
来
の
会
】

「
孤
独
に
学
び
、
孤
独
に
帰

る
」
を
打
破
し
、
共
に
学
び

な
が
ら
未
来
を
創
造
し
て
ゆ

く
会
と
し
て
、
自
分
達
が
自

然
発
生
で
作
っ
た
グ
ル
ー
プ

そ
れ
が
「
未
来
の
会
」
で
す
。

20
代
よ
り
70
代
と
年
代
の
幅

は
厚
く
、
情
報
交
換
は
新
年

会
・
忘
年
会
・
隔
月
の
定
例

会
ま
た
旅
行
会
・
絵
手
紙
な

ど
熱
く
語
り
合
っ
て
い
ま
す
。

年
２
回
の
会
報
発
行
は
未
来

が
楽
し
く
互
い
に
励
ま
し
あ

え
る
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
。

連
絡
先

副
会
長

野
口
テ
ル
子

電
話

049
（
287
）
2282

【
う
え
る
か
む
】

・
総
会
予
定

５
月
30
日
～
31
日
（
一
泊
）

放
送
大
学
セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス

30
日

学
習
会
及
び
懇
親
会

31
日

総
会
（
年
間
行
事
を

企
画
）

・
詳
し
く
は
掲
示
板
に
案
内

を
出
し
ま
す
。

（
注
）
サ
ー
ク
ル
の
掲
載

は
順
不
同
、
各
サ
ー
ク
ル

へ
の
連
絡
先
は
学
習
セ
ン

タ
ー
利
用
の
手
引
き
参
照

放
送
大
学
と
の

出
会
い

三
人
の
子
ど
も
を

育
て
る
中
で
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
に
関
わ
っ
た
。

広
報
部
で
子
ど
も
達

の
放
課
後
の
生
活
調
査
を
し

た
の
が
き
っ
か
け
で
仲
間
と

離
れ
が
た
く
地
域
で
グ
ル
ー

プ
学
習
を
始
め
た
の
は
三
十

一
年
前
の
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
後
放
送
大
学
の
実
験

放
送
を
埼
玉
県
教
育
委
員
会

か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
早
朝

に
テ
レ
ビ
視
聴
を
し
て
グ
ル
ー

プ
学
習
を
始
め
た
の
が
私
と

放
送
大
学
の
出
会
い
だ
っ
た
。

そ
の
後
生
涯
学
習
関
連
の

仕
事
や
男
女
共
同
参
画
社
会

の
実
現
の
た
め
に
微
力
な
が

ら
関
わ
っ
た
。
暫
く
放
送
大

学
は
休
眠
し
て
い
て
い
た
。

夫
も
、
私
も
定
年
を
控
え

セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
の
準
備

を
始
め
、
私
は
放
送
大
学
の

学
習
を
再
度
ス
タ
ー
ト
し
た
。

家
庭
菜
園
は
夫
婦
の
共
同

作
業
で
、
今
で
は
生
き
る
糧

と
し
て
晴
耕
雨
読
の
日
々
を

送
っ
て
い
る
。

福
島
米
美
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Ｑ
．
エ
ッ
セ
イ
に
応
募
し
た

き
っ
か
け
は
何
で
し
ょ
う
か

Ａ
．
大
学
院
受
験
の
小
論
文

の
こ
と
で
、
大
学
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
検
索
し
て
い
た
ら
、

エ
ッ
セ
イ
募
集
の
記
事
が
目

に
付
き
、
小
論
文
と
同
時
に

す
ぐ
に
書
き
始
め
た
が
、
納

得
す
る
仕
上
が
り
ま
で
に
一

週
間
か
か
っ
た
。

Ｑ
．
エ
ッ
セ
イ
の
題
が
、

「
放
送
大
学
は
私
の
居

場
所
」
と
あ
り
ま
す
が

Ａ
．
学
習
セ
ン
タ
ー
に

居
る
と
落
ち
着
く
の
で
、

居
場
所
で
あ
る
。
と
て

も
よ
い
環
境
で
、
安
心

し
て
勉
強
が
で
き
る
。

Ｑ
．
放
送
大
学
に
入
っ

た
き
っ
か
け
は
な
ん
で

す
か

Ａ
．
勉
強
し
た
か
っ
た

か
ら
。
と
に
か
く
学
ぶ

こ
と
が
好
き
。
趣
味
は

学
問
で
あ
る
と
言
っ
て

も
良
い
。
（
命
で
も
あ

る
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
）

Ｑ
．
ご
出
身
と
入
学
し
て
何

年
。
今
の
専
攻
と
今
後
の
目

標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

Ａ
．
出
身
は
マ
レ
ー
シ
ア
で
、

入
学
し
て
五
年
目
に
な
る
。

専
攻
は
発
達
と
教
育
。
大
学

院
を
目
指
し
、
将
来
は
臨
床

心
理
士
に
な
る
の
が
目
標
。

Ｑ
．
勉
強
時
間
・
方
法
・
日

常
の
生
活
は
ど
の
よ
う
に
し

て
い
ま
す
か

Ａ
．
勉
強
す
る
の
が
楽
し

く
、
朝
、
さ
っ
さ
と
家
事

を
済
ま
す
と
大
学
へ
登
校

し
、
終
日
大
学
の
図
書
室
・

視
聴
室
で
勉
強
す
る
。
月

曜
日
は
大
学
が
休
み
だ
が
、

自
分
は
休
み
で
は
な
く
、

翌
日
か
ら
の
大
学
へ
の
登

校
に
備
え
て
、
買
い
物
、

料
理
、
掃
除
と
一
日
中
忙

し
く
働
く
。

【
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
終
わ
っ

て
】お

話
し
す
る
中
で
、
勉

強
も
大
切
だ
が
、
ご
家
族

の
こ
と
に
も
気
遣
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
様
子
に
、
勉

強
第
一
の
学
生
で
は
な
く
、

良
き
家
庭
人
で
も
あ
る
と

感
じ
ま
し
た
。

（

岡
里

記
）

①鮨政 11:30～14:00

日曜日もやってます。

にぎり、ちらしが840円

混んでいるが回転は速い。

②あうん 11:00～15:00、

680円～（月～土）

4種類のランチがあります。

ウーロン茶はお変わり自由

③Sakuragi 11:50～

850円～（月～金）

ランチに釜で炊いたご飯が

出てきます。

④マロウドイン 11：30～

中華レディスランチが700円、

春巻き、杏仁豆腐、飲物、

サラダ食べ放題

⑤杏樹（手打ちうどん）

（月～土）1時をすぎるとコー

ヒーがサービス

⑥あづま路11：30～14：00

（月～金）ちょっと贅沢

したい時にお勧めなのが

週替わりランチ1200円

（伊藤）

大学周辺のお勧めランチ

ルーさん へのインタビュー

ま
な
び
ピ
ア
の
開
催

☆県民活動総合センター

（伊奈町）

・カウンセリング基礎講座

５月２３～９月１９日

土曜全１６日間

１３時～１６時

申し込み

０４８－７２８－７１１３

☆落語の会（柳家喬の字）

５月３１日（日）

１４時開演

於ＪＡＣＫビル（埼玉学

習センタービル）５階

入場料９９９円

（初回無料）

連絡先 電話

０５０-３３５０-０４５９

※「大宮西口ランチ」で検索すると西口のランチ情報

がいっぱいです。

学外情報コーナー

学生の声

サ
ー
ク
ル
案
内

笠
原
さ
ん

お
元
気
で



【
編
集
後
記
】

春
は
希
望
の
季
節
で
す
。

木
々
の
つ
ぼ
み
は
膨
ら
み

や
が
て
花
が
咲
き
ま
す
。

埼
玉
学
習
セ
ン
タ
ー
か

ら
は
編
集
ソ
フ
ト
の
購
入

や
プ
リ
ン
タ
ー
の
整
備
、

大
学
関
係
の
ニ
ュ
ー
ス
の

提
供
な
ど
多
大
な
ご
支
援

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
取
材
で
お
邪
魔
し
た
大

学
本
部
で
も
大
変
お
世
話

に
な
り
ま
し
た
。

『
学
生
新
聞
』
創
刊
号
の

発
行
は
、
編
集
委
員
会
の

発
足
か
ら
発
行
日
ま
で
一
ヶ

月
余
の
制
限
さ
れ
た
中
で
、

一
番
の
心
配
は
原
稿
の
集

ま
り
で
し
た
。

幸
い
な
こ
と
に
多
数
の

方
の
投
稿
と
協
力
を
得
て
、

当
初
予
定
の
２
頁
が
、
創

刊
特
別
号
と
し
て
４
頁
に

膨
ら
み
、
記
事
の
割
付
に

嬉
し
い
悲
鳴
を
あ
げ
ま
し

た
。『

パ
ー
ソ
ナ
ル
編
集
長

（
ソ
フ
ト
）
』
を
使
っ
て

の
編
集
は
馴
れ
ぬ
作
業
で
、

に
わ
か
編
集
委
員
は
戸
惑

う
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。

ま
ず
『
学
生
新
聞
』
の

題
字
の
字
体
作
り
に
始
ま

り
、
割
付
・
校
正
は
パ
ソ

コ
ン
を
連
結
し
た
大
型
ス

ク
リ
ー
ン
の
画
面
に
映
し

出
し
て
の
大
掛
か
り
の
作

業
と
な
り
ま
し
た
。

編
集
ソ
フ
ト
に
な
れ
る

ま
で
苦
労
し
ま
し
た
が
、

完
成
し
た
紙
面
を
見
る
と

喜
び
が
ひ
と
し
お
で
す
。

次
号
以
降
は
、
こ
の
経

験
を
生
か
し
、
更
に
良
い

紙
面
に
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
の
で
、
皆

様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
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俳
諧
雑
記
（
一
）

榊
原
敏
子

こ
の
と
こ
ろ
「
去
来
抄
」

を
調
べ
て
い
ま
す
。
芭
蕉

は
俳
論
ら
し
い
も
の
を
残

し
て
い
な
い
の
で
、
弟
子

で
篤
実
な
人
柄
の
去
来
が

師
の
言
葉
を
記
述
し
て
い

ま
す
。
五
島
美
術
館
で
去

来
直
筆
の
覆
製
を
手
に
入

れ
て
読
ん
で
い
ま
す
。
と

こ
ろ
が
こ
れ
が
紙
背
文
字

の
草
稿
な
の
で
非
常
に
読

み
に
く
い
。
（
去
来
が
卯

七
に
宛
て
た
書
簡
の
紙
背

に
当
た
る
。
）

な
ぜ
去
来
の
自
筆
を
読

む
か
と
い
う
と
、
そ
こ
に

は
自
筆
本
で
し
か
味
わ
え

な
い
楽
し
み
が
あ
る
か
ら

で
す
。

「
行
く
春
を
近
江
の
人

と
お
し
み
け
り
」
は
せ
お

（
決
定
稿
は
「
け
る
」
の

形
）
去
来
が
師
の
芭
蕉
に

褒
め
ら
れ
た
。
そ
れ
を
書

こ
う
か
迷
っ
て
書
か
ず
に

「
已
上
」
と
し
て
終
え
た
。

そ
の
後
や
は
り
「
汝
は
去

来
共
に
風
雅
を
か
た
る
べ

き
も
の
也
。
と
殊
更
に
悦

給
へ
け
り
」
と
書
い
て
し

ま
っ
た
。
去
来
も
人
の
子

師
に
褒
め
ら
れ
た
こ
と
書

か
ず
に
い
ら
れ
な
か
っ
た
。

「
此
木
戸
や
錠
の
さ
さ

れ
て
冬
の
月
」

其
角

江
戸
其
角
か
ら
京
へ
の

文
に
「
冬
の
月
」
か
「
霜

の
月
」
で
迷
っ
て
い
ま
す

と
あ
っ
た
。
芭
蕉
が
言
う

こ
と
に
「
角
が
冬
、
霜
に

煩
ふ
べ
き
句
に
も
あ
ら
ず
」

と
し
て
冬
の
月
で
『
猿
蓑
』

に
入
集
し
た
。

と
こ
ろ
が
其
後
、
大
津

の

芭

蕉

よ

り

の

文

に

『
「
柴
の
戸
」
に
あ
ら
ず

「
此
の
木
戸
」
で
あ
る
』

と
あ
っ
た
。
芭
蕉
は
字
が

つ
ま
っ
て
い
て
柴
の
戸
と

読
ん
で
し
ま
っ
て
い
た
の

だ
。
「
こ
の
よ
う
な
秀
逸

な
句
は
た
と
へ
出
版
に
及

ぶ
と
い
へ
ど
も
い
そ
ぎ
改

む
べ
し
」
と
あ
っ
た
。

「
冬
の
月
」
は
「
此
の
木

戸
」
で
始
め
て
其
角
ら
し

い
揺
ぎ
無
い
骨
太
の
句
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ

で
『
猿
蓑
』
去
来
・
凡
兆

編
元
禄
四
年
版
影
印
を
見

る
と
た
し
か
に
「
こ
の
木
」

と
明
ら
か
に
う
め
木
が
し

て
あ
る
の
が
知
れ
る
。

か
っ
て
我
が
師
に
「
な

ぜ
芭
蕉
な
の
で
す
か
」
と

お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
「
顔

が
見
え
る
か
ら
」
と
お
っ

し
ゃ
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

古
俳
書
、
短
冊
、
俳
諧

一
枚
摺
り
、
書
簡
等
、
近

世
俳
諧
の
資
料
は
そ
の
気

に
な
れ
ば
目
に
す
る
事
は
、

比
較
的
容
易
に
で
き
ま
す
。

そ
れ
ら
の
筆
跡
、
行
間
を

な
が
め
て
い
る
と
芭
蕉
も

去
来
も
身
近
に
感
じ
ら
れ

つ
き
せ
ぬ
楽
し
み
が
あ
り
、

し
み
じ
み
と
お
か
し
く
懐

か
し
い
思
い
が
し
ま
す
。

（
以
下
次
号
に
続
く
）

文
楽
事
始
め

笹
原
誠
二

先
日
、
新
宿
の
全
労
災

ホ
ー
ル
で
の
チ
ャ
リ
テ
ィ

講
演
で
、
初
め
て
人
形
浄

瑠
璃
「
文
楽
」
を
見
る
機

会
を
得
た
。
「
文
楽
」
は
、

世
界
無
形
文
化
遺
産
に
指

定
さ
れ
て
い
る
日
本
の
貴

重
な
芸
能
文
化
で
あ
る
。

文
楽
に
興
味
を
も
っ
た

の
は
、
今
年
２
月
の
国
立

劇
場
で
の
文
化
庁
主
催
の

「
国
際
民
族
芸
能
祭
」
鑑

賞
が
き
っ
か
け
で
、
開
演

前
に
同
劇
場
の
伝
統
芸
能

情
報
館
で
の
「
阿
波
・
淡

路
の
人
形
浄
瑠
璃
と
文
楽
」

企
画
展
で
精
巧
に
作
ら
れ

た
文
楽
人
形
の
数
々
を
見

て
「
一
度
、
文
楽
を
観
て

み
た
い
」
と
思
っ
た
か
ら

で
あ
る
。

そ
れ
ま
で
は
、
毎
年
上

記
の
芸
能
祭
や
歌
舞
伎
を

観
て
い
た
が
、
企
画
展
を

見
て
以
来
、
「
ぜ
ひ
本
物

の
文
楽
を
観
て
、
文
楽
と

は
ど
ん
な
も
の
な
の
か
」

を
実
感
し
た
い
と
思
っ
て

い
た
の
が
、
や
っ
と
実
現

で
き
た
。

演
目
は
①
一
谷
漱
（
い

ち
の
た
に
ふ
た
ば
）
軍
記

と
②
紅
葉
狩
の
２
つ
で
あ
っ

た
。
一
つ
目
の
演
目
は
、

「
平
家
物
語
」
に
描
か
れ

た
平
敦
盛
を
討
っ
た
熊
谷

直
実
の
悲
嘆
と
子
を
失
っ

た
父
母
の
深
い
悲
し
み
が

強
く
心
に
迫
る
、
文
楽
の

代
表
的
な
作
品
で
あ
っ
た
。
、

初
め
て
文
楽
を
観
る
私

に
は
、
む
し
ろ
二
つ
目
の

紅
葉
狩
の
方
が
文
楽
の
豊

か
な
表
現
、
醍
醐
味
に
あ

ふ
れ
て
「
文
楽
事
始
め
」

と
し
て
は
印
象
に
残
っ
た
。

一
体
の
人
形
を
3
人
掛

り
で
、
ま
る
で
活
き
た
人

形
の
よ
う
に
、
自
由
奔
放

に
連
続
し
て
操
り
、
一
人

が
本
体
と
右
手
を
、
他
の

一
人
が
左
手
を
、
さ
ら
に

三
人
目
は
両
足
を
操
作
す

る
の
だ
が
、
そ
の
し
ぐ
さ
、

タ
イ
ミ
ン
グ
、
体
の
運
び

が
全
く
ず
れ
る
事
な
く
、

ご
く
自
然
に
一
連
の
動
作

に
な
っ
て
い
る
の
に
は
,

唯
々
感
嘆
し
た
。

舞
い
踊
り
の
中
で
、
右

手
か
ら
空
中
に
放
た
れ
た

扇
が
一
回
転
半
し
て
他
の

一
人
の
左
手
で
ぴ
た
り
と

受
け
取
め
ら
れ
る
演
技
が

2
度
も
あ
る
と
、
そ
の
神

技
の
よ
う
な
芸
術
に
す
っ

か
り
魅
了
さ
れ
て
、
思
わ

ず
拍
手
を
し
て
し
ま
っ
て

い
た
。

人
形
師
二
人
の
人
間
国

宝
の
妙
技
と
凛
と
し
た
佇

ま
い
、
そ
し
て
義
太
夫
節

と
三
味
線
の
豊
か
な
音
楽

性
が
共
存
し
た
世
界
の
雰

囲
気
に
ど
っ
ぷ
り
は
ま
り

込
ん
だ
2
時
間
半
で
あ
っ

た
。

可
愛
い
犬
（
わ
ん
）

ち
ゃ
ん
達

長
尾

明
美

四
十
年
前
は
各
家
庭
に
、

子
供
が
二
～
三
人
は
居
り
、
、

と
て
も
賑
や
か
な
日
々
で

し
た
。

当
時
、
子
供
の
情
操
教

育
の
為
、
動
物
を
飼
う
事

が
流
行
し
ま
し
た
。
庭
に

繋
い
で
飼
っ
て
い
る
犬
達

は
、
人
々
が
道
路
を
通
る

度
に
と
て
も
大
き
な
声
で

吠
え
た
も
の
で
す
。

毎
朝
、
角
地
の
我
が
家

の
電
信
柱
の
下
に
犬
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
置
い
て
い
く

の
が
、
彼
等
の
日
課
で
し

た
。夏

な
ど
は
こ
び
り
つ
き
、

ホ
ー
ス
と
ブ
ラ
ッ
シ
が
大

活
躍
。
「
動
物
の
排
泄
物

持
ち
帰
り
運
動
」
が
盛
ん

に
な
り
、
掃
除
か
ら
解
放

さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
飼
い
主
達
は
室

内
犬
を
連
れ
て
、
プ
レ
ゼ

ン
ト
処
理
道
具
を
持
参
し
、

お
散
歩
し
て
い
ま
す
。

（
時
々
は
、
持
参
を
忘
れ

る
時
も
有
る
そ
う
で
す
。
）

友
達
の
経
験
談
：
室
内

犬
の
飼
育
方
法
。
一
番
の

問
題
点
は
、
排
泄
物
を
犬

の
便
所
（
紙
オ
ム
ツ
と
同

様
な
材
質
）
で
さ
せ
る
躾

で
す
。
方
法
は
、
飼
犬
の

「
お
し
っ
こ
」
を
犬
の
便

所
に
２
～
３
箇
所
つ
け
、

気
長
に
教
え
る
。
小
の
時

は
直
ぐ
吸
収
し
、
サ
ラ
サ

ラ
に
な
り
ま
す
が
、
問
題

は
大
：
出
来
た
時
は
褒
め

る
の
み
。
嬉
さ
で
飼
主
の

心
躍
る
時
。
愛
情
・
忍
耐

の
賜
物
で
す
。

高
齢
化
の
時
代
余
儀
な

く
一
人
生
活
・
結
婚
し
な

い
若
者
、
一
人
暮
ら
の
家

庭
が
、
年
々
増
加
の
道
を

辿
る
こ
の
頃
。

人
々
は
、
愛
・
平
安
を

求
め
て
彷
徨
っ
て
い
ま
す
。

可
愛
い
犬
（
わ
ん
）
ち
ゃ

ん
達
は
家
族
の
一
員
で
す
。

詩
祈
り

林

文
子

私
の
小
さ
い
心
は
風
に
揺

ら
ぐ
葦
の
よ
う
に

昨
日
は
私
の
こ
れ
か
ら
死

ま
で
の
道
は
と
不
安
に

今
日
は
満
ち
足
り
た
喜
び

に
と

あ
ち
ら
こ
ち
ら
と
揺
れ
動

く厚
い
雲
の
上
に
は
常
に
太

陽
の
光
が
燦
燦
と
輝
い
て

い
る

で
も
曇
っ
た
私
の
心
に
は

雲
上
の
光
は
と
ど
か
な
い

た
だ
た
だ
暗
い
闇
の
中

山
上
の
垂
訓

空
の
鳥
を

観
よ

蒔
く
こ
と
な
く

刈
る
こ
と
な
く
養
わ
れ
て

い
る

野
の
百
合
の
如
何
に
し
て

育
つ
か
を
み
よ

天
に
帰
る
日
ま
で
万
華
鏡

の
よ
う
に
苦
難
を
喜
び
に

変
え
て

旅
立
つ
力
を
与
え
給
へ

短
歌

池

節
子

リ
ヤ
カ
ー
に

乗
り
て
散

歩
す

幼
子
の

め
も
と
光
り
て

一
粒

の
あ
り

（
保
育
園
児
の
散
歩
と

出
会
い
て
）

早
春
の

雑
木
林
を

訪
ぬ

れ
ば

い
く
と
せ
積
み
て

落
ち

葉
の
白
き

秋
の
宵

こ
こ
ろ
の
景
色

ふ
り
か
へ
り

ひ
と
り
静
か
に

こ
ほ

ろ
ぎ
を
聞
く

大
塚
光
娥

一
輪
の

う
す
く
れ
な
ゐ

の

侘
助
の

こ
こ
ろ
も
知
ら
で

春
の

淡
雪俳

句

梶
野
愼
一

白
梅
の

散
り
て
風
花

舞
う
朝

春
の
雲

そ
ろ
り
そ
ろ
り

と

足
を
出
し

桜
花

見
上
げ
る
頬
も

紅
ほ
の
か

花
吹
雪

絶
え
て
染
め
ゆ

く

蒼
き
海

（
放
送
大
学
前
理
事
）

大
類
と
く
江

池
の
面
に

描
く
楓
の

花
の
影

ピ
ア
ノ
弾
く

春
の
障
子

の

八
畳
間

川
柳

四
倉

光

図
書
室
三
題

図
書
室
で
う
つ
ら
う
つ
ら

の
ご
常
連

図
書
室
は
し
か
め
つ
ら
し

い
顔
そ
ろ
い

卒
業
は
図
書
室
で
見
た
昼

の
夢

投
稿
コ
ー
ナ
ー

詩
歌
・
川
柳

編
集
委
員
会

か
ら
の
お
願
い

○
原
稿
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
（
八
百
字
以
内
）

○
編
集
委
員
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
）
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

・
編
集
に
興
味
の
あ
る

方
・
新
し
い
事
に
挑
戦
し

た
い
方

・
編
集
経
験
の
あ
る
方

・
パ
ソ
コ
ン
に
堪
能
な

方

○
編
集
に
参
加
し
ま
せ
ん

か


